
タイ

タイを代表する国立大学、タイ・ラジャマ
ンガラ工科大学タンヤブリ校（RMUTT）
との交流は、2006年7月のブラジル・リ
オデジャネイロで開かれた国際学会
「IUPAC MACRO 2006」への参加が
きっかけでした。この学会に参加してい
た本学の穴田有一教授が、同じくタイ
RMUTTから参加していたチャイオット
博士と出会い意気投合し、両大学の国
際交流を打診されたのが始まりでした。
同年10月、さっそくその実現のため
RMUTT一行が本学を訪れ、ソムチャイ

工学部長（当時）以下32名という大勢の
RMUTT教職員が本学とSECを見学し
ました。翌年2007年3月には、本学の井
野学長（当時）と穴田教授がRMUTTを
訪問し、両大学の教育、学術活動につい
ての意見交換をしました。
本学学長（当時）の訪問にRMUTT側も
応える形で、同年RMUTTのナムユット・
ソンタンピタック学長ほか8名が本学を
訪れ、表敬訪問しました。このような数
回に渡る交流が積み重なり、2008年7
月に両大学の国際交流協定の覚書を交

2006年 10月 RMUTTから教職員と学生が本学訪問。
2007年 本学教職員がRMUTTを訪問。
2008年 両大学による国際交流協定を締結。
2009年 3月 第1回 WEBデザインコンテスト開催。
 7月 理工学部長、工学部長が本学訪問。
 11月 RMUTT主催の国際学会EMSESに参加。
2010年 2月 ナムユット学長以下8名の教職員が本学訪問。
 3月 第2回 WEBデザインコンテスト表彰式。
2012年 3月 第4回 WEBデザインコンテスト開催に伴い相互短期留学が実現。
 10月 第5回 WEBデザインコンテスト開催に伴い相互短期留学。
2013年 8月～9月 各コンテスト開催に伴い相互短期留学。

わし、これからの相互発展のために調印
式を行いました。本格的に交流が始動し
たRMUTTと本学が、最初に取り組んだ
のは2国間によるWEBデザインコンテス
トの開催でした。このコンテストは参加
学生が両大学を訪れ、WEB制作という
ワークショップを通じて異国文化を学
び、友情を育むことができる大変有意義
なコンテストとなっています。また今後
も他の共同コンテストの開催もみこまれ
ており、RMUTTとの交流はこれから大
きくなっていくことでしょう。

国際交流の歩み

2013年度から新しく単位化された科目です。タイ・ラジャマンガラ工
科大学タンヤブリ校とのワークショップを軸とした双方向留学をする
ことにより、単位取得を目指します。各ワークショップで、異文化交
流、英語力の向上を目指し、学生同士の友情を深めます。

国際コラボ
レーション

タイ
編

タイ「ラジャマンガラ工科大学・タンヤブリ校（RMUTT）」への留学

ワークショップを通して国際交流を実践。
本学とRMUTTでの各大学で開催される学内各コンテスト上位入賞者であり、一定の成績をおさめた学生のみが参加できるコン
テストです。参加学生はタイと日本の双方を行き来することにより異国の文化を理解し、また共同制作というワークショップを通し

てかけがえのない国境を越えた友情を育むことができるプログラムです。言語は英語で行われ、お互いの参加学生がコミュ
ニケーションをとるために英語の勉強が自然とできるのも魅力のひとつです。

ほほえみの国タイで友情を育もう。
留学先のRMUTTからバンコクまでは車で1時間程度にあり、現代的なビルが
立ちならぶ中にも寺院や歴史的建造物があり非常に魅力的な街。また気候は温
暖で、朗らかな人が多いタイで参加学生ものびのびと留学ができます。

※別途食費、現地アクティビティ代、そのほかお小遣いなどが必要となります。
※上記はあくまでも予定ですので、変更となる可能性があります。何卒ご了承ください。

開講学部：経営情報学部／情報メディア学部／医療情報学部

評価：ワークショップでの作品の評価と、レポート・プレゼンテーショ
ンの内容により評価する。

単位数：2単位

参加人数：WEB 8名、ショートフィルム 6名、コンピュータープログ
ラミング4名（予定）

参加費用：約50,000円
　　　　　（留学費用については、一部を北海道情報大学が補助）

開催時期：夏期集中（8月中旬～9月中旬）

配当年次：1・2・3・4年種別：選択

電話：0-2549-3441
日程：8月下旬～9月上旬の8日間（予定）

留学先：ラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校 （RMUTT）／
Rangsit-Nakhorn, Nayok Road, Klong 6, Thanyaburi, 
Pathum Thani 12110

申込期間：各コンテストとも、5月上旬学内WDC作品応募締切

参加資格：学内各コンテストで上位に入賞したもので、本学の在校
生であり一定の学業成績をおさめたもの。
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カンチャナブリ
Kanchanaburi

アユタヤ
Ayutthaya

スリン
Surin

ロッブリー
Lopburi

サラブリ
Saraburi

スパンブリ
Suphan
buri

チャイナート
Chainat

ウタイターニー 
Uthaithani

プラチンブリー
Prachinburi

サケーオ
Sakaeo

ナコンラーチャシーマー 
Nakhonratchasima

チャンタブリー
Chanthaburiラヨーン

Rayong

タンヤブリ
Thanyaburi

チョンブリ
Chonburi

チャチュンサオ
Chachoengsao

ブリーラム
Buriram

パタヤ
Pattaya

バンコク
Bangkok

バンコクってどんな街？

ほほえみの国といわれるタイ。バンコクはタイ経済の中心、東南ア
ジア屈指の大都市で、都内にはタイ国際航空やバンコク銀行、シ
ン・コーポレーション・グループなどの大企業の本社があります。サ
イアムスクエアは、若者たちのトレンド発信地として有名なショッピ
ングエリア。巨大ショッピングビルだけでなく、おしゃれなカフェや
オリジナルブランドを扱うショップが立ち並ぶ楽しいエリアです。ま
た、日本人に大人気のタイフードも大いに楽しめます。本場のタイ
式マッサージを受けてみるのもいいでしょう。バンコクならではの
魅力は、なんといっても荘厳な寺院や歴史的建造物などにありま
す。金色に輝く寺院や仏像の美しさは、一見の価値があります。

古今の歴史と文化が調和し、仏教文化が息づく国。
東南アジアの中心に位置し、国土面積は約51万4,000平方キロメートル（日本の約1.4倍）。ミャンマー、ラオス、カンボ
ジア、マレーシアと国境を接しています。人口は6,000万人で、山岳部にはそれぞれの文化や言語をもった少数民族が暮
らしています。また気候は熱帯性気候で、一番暑い4月の平均気温は35度、一番涼しい12月の平均気温は17度です。

首都バンコクから約40kmの郊外にあるのがラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校。工学
部、理工学部、演劇・音楽学部、経営学部、教育学部、教養学部など10学部を有し、学生数
2万人（大学院生を含む）、教職員数約800人という大きな大学です。広大なキャンパスに

は学生寮や学生食堂、サッカースタジアムといった厚生施設が充実し、所在県の名前の由来
になっている蓮の美術館「ロータスミュージアム」もあります。キャンパスの周辺は巨大な

学生街で、夜もにぎや
かな雰囲気にあふれ
ています。ラジャマン
ガラ工科大学はタイ国内の各地に9つのキャン
パスを持ち、タンヤブリ校はそのメインキャンパ
ス。国際交流は非常に活発で、ヨーロッパとア
ジアを中心に世界中の大学・研究機関と交流協
定を結んでいます。タイ王国の教育に対する熱
心な姿勢がラジャマンガラ工科大学タンヤブリ
校の精神に流れているといえるでしょう。

ラジャマンガラ工科大学
タンヤブリ校（RMUTT）の

特
長

ＲＭＵＴＴ担当者からのメッセージ

私が各コンテストに３
度参加させていただい
た中で目の当たりにし
たことは、この活動が学
生や教授陣が知識を得
ることはもとより、文化
の差異を超えてお互い

が学びあって良い関係を結ぶこと、そこから生
まれる笑顔や親しみが、このプロジェクトを成功
させる重要なポイントの一つだということです。

各コンテストに参加した皆様おめでとう
ございます。コンテストは愉快で、楽しく
笑い合いながら友情を育み、生涯忘れる
ことのできない大変貴重な体験となりま
した。RMUTTを代表して、私どもが
HIUの美しいキャンパスを訪れた際の皆
様のお心遣いに感謝の意を表したいと

思います。タイに皆様をお招きした際も素晴らしい時間を過ごし
ました。各コンテストは、HIUとRMUTTとの結びつきがより強く
なった証です。WDC2014を楽しみにしています。

ナッタ先生からのメッセージ

Asst. Prof. Dr. Natha Kuptasthien
Assistant to the President and Industrial Engineering
Deaprtment Head, Faculty of Engineering

ウラビス先生からのメッセージ

Dr. Uravis  Tangkijviwat
Vice Dean, Student Development Faculty
Of Mass Communication Technology

CAMBODIA
カンボジア

THAILAND
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タイ

札幌

WORK SHOP

WEBデザイン コンテスト 

ショートフィルム コンテスト

コンピュータープログラミング コンテスト

言葉も文化も違う双方　の学生が、作品制作を

 共同作業することに　より言葉の壁を超え、

  異文化を理　解を深めます。

WORK SHOP 開始

新千歳空港到着
RMUTTから今回のコ
ンテストに選ばれた学
生が来日。

HIUの学生が帰国してからも、日本とタイと離れて
FacebooｋなどSNSを利用して作品制作を進めてきま
した。また今日から顔を合わながら一緒に作っていき
ます！

初日のオリエンテーションで
は、基調講演、著作権につい
ての講義が行われました。

8/30
1日目

9/4・
9/3・

9/5
5・6・7日目

小樽

9/8
10日目

9/9
11日目

9/6
8日目

9/7
9日目

歓迎会

開拓の村 芸術の森

北海道神宮

送別会

帰国

9/1
3日目

9/2
4日目

短
期
間
で

こ
ん
な
に
仲
良
く

な
れ
る
な
ん
て
驚
き
！

よ
う
こ
そ

北
海
道
へ
！

久
し
ぶ
り
に

み
ん
な
と
会
え
て

う
れ
し
い
！

8/31
2日目

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
！

た
く
さ
ん
食
べ
て

き
て
ね
～
♪

プレゼン

プレゼン練習

ようこそ日本へ！
8/30 9/10
RMUTT HIU

9/10
帰国日

い
つ
の
間
に
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
！

言葉も文化も違う双言葉も文化も違う双

今まで作成してきた作品にタイで取材
してたことを合わせて作品を完成させ
ます。いよいよ追い込み！

短い期間ですが、作品制作
という共同作業を通じて異文化交
流、国際交流をした両校の学生には
かけがえのない友情が芽生えます。

8/11
1日目

バンコク王宮

RMUTT

パタヤ

水上マーケット

アユタヤ

懇談会

8/22
帰国日

8/16
6日目

タ
イ
と
日
本
、
同
じ

ア
ジ
ア
な
の
に
文
化
は
違
う
。

異
文
化
理
解
っ
て
奥
が
深
い
ね

緊
張
す
る
け
ど
、

と
て
も
い
い

経
験
に
な
り
ま
す
！

こ
の
あ
と
、
み
ん
な
で

泳
ぎ
ま
し
た
！

気
持
ち
よ
か
っ
た
～

ど
ん
な
仲
間
と

出
会
え
る
か
楽
し
み
！

空
港
が
広
く
て
迷
っ
た
ー
。

み
ん
な
待
っ
て
ー
！

8/12
2日目8/13

3日目

いよいよワークショップで共同制作が始まります。
テーマは日本とタイの文化比較。１グループはHIU２
名、RMUTT２名で構成され、
計５グループに分かれて
作業します。

これからお世話になる
RMUTTの寮。食堂の
タイ料理がおいしい！

歴
史
あ
る
街
並
み
の
バ
ン
コ
ク
。

寺
院
が
キ
レ
イ
！

WORK SHOP 開始

WORK SHOP

8/20・

8/21
10・11日目

WORK SHOP

WORK SHOP8/17
7日目

8/18
8日目

8/19
9日目

いよいよタイへ出発！
8/11 8/22

帰国

HIU RMUTT
まずは今回一緒にワークショップをする学生同士の
顔合わせとグループを決定します。
グループが決まると、自分たちの制作のテーマに合
わせて取材スタート！

スワンナプー
ム空港到着
HIU選抜の学生がタイ・バ
ンコクへ。

HIUの学生が日本へ帰国した後は、お互いの国で連絡
をとりつつ作業を進めています。
いよいよ日本での取材スタートそして久々 の再会です！

歓迎会

8/14・

8/15
4・5日目

&

&

札幌
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タイの学生たちにいただいたものです。
彼らは自分にも
積極的に歩み寄ってきてくれ、
また、とてもフレンドリーで、
打ち解けあうまでに
時間はかかりませんでした。

タイで見つけたサングラスたち。
こういう遊び心が多いのもタイの

ショッピングの
楽しみです♪

タイ
おもいでの逸品

タイ
おもいでの逸品

留学ＡＦＴＥＲアフター留学ＡＦＴＥＲ留学ＡＦＴＥＲ留学ＡＦＴＥＲアフター
アフター
アフター

留学ＡＦＴＥＲアフター

「留学する人は英語ができてあたりまえ」というイメージを持っている方
も多いと思いますが、僕は英語が苦手。一方、タイの学生はみんな英語
が上手で、初めはちょっと圧倒されました。それでも、つたない英語をボ
ディランゲージなどでカバーしながら話すうちに、自然とコミュニケー
ションの不安もクリア。英語の準備をしっかりしておくことはもちろん
ですが、積極的にぶつかっていく姿勢がなにより大切だと感じました。

言葉の不安はカバーできる！

言葉の不安はカバーできる！

映像ワークショ
ップに参加する

ためのチームで
は、タイの学生

は誰もが笑み
を

絶やさず制作
を楽しんでいる

のが印象的で
した。僕が真剣

に編集作業し
ていると、

「そんなに深
刻な顔しないで

！」と言われるこ
とがしょっちゅ

う。どんなとき
も、

スマイル。これ
からも見習って

いきたいポイン
トです。

微笑みを
忘れない

彼らのよ
うに。

微笑みを
忘れない

彼らのよ
うに。

留学中に誕生日を迎えました。驚いたのは、現地の学生たちが僕のためにお祝いメッセージの動画をつくって、講堂で上映してくれたこと。まったく予想もしていなかったプレゼントをいただき、生涯の思い出に残る特別な一日になりました。

まさかの
サプライズに感激！

まさかの
サプライズに感激！

二度のタイ留学で
は、現地の方々にや

さしく迎えていただ
き、充実した時間を

過ごすこと

ができました。かけ
がえのない友だちも

できました。この体
験は、自分の将来に

とって大き

な強みになると思い
ます。彼らが日本に

来たときは、私も心
からサポートするつ

もりです。
いつか、日本

でも会えた
ら。

いつか、日本
でも会えた

ら。

昨年につ
づいての

タイ。初
めてのと

きより気
持ちの余

裕もあっ
て、時間

を見つけ
ては積極

的に街へ
出かけた

り、いろ
いろな料

理を楽し
んだり

しました
。自分た

ちで企画
した花火

や盆踊り
、福笑い

などのゲ
ームで

交流を深
めたこと

も素敵な
思い出で

す。タイ
語学生た

ちは、み
んな明

るくてク
リエイテ

ィブ。あ
らためて

、タイのお
もしろさ

を実感し
ました。

やっぱ
り、タ

イはお
もしろ

い！

やっぱ
り、タ

イはお
もしろ

い！

今回の留学では、日本とタイのかわいいものを集めてまとめるWEBサイトを現地の学生と一緒に制作しまし

た。お互いの母国語ではない英語を使ってのコミュニケーションはたいへんでしたが、勉強になったこともたく

さんあります。たとえば、タイ語の「narak（ナラ）」も、日本語の「かわいい」も、英語にすると「cute」です。

でも、「narak」と「かわいい」のニュアンスは同じではありません。どこか足り

なくてどこか余分。そんな違いの発見に、いっそう楽しさを感じました。

苦労したコミュニケーションで、発見したこと。

苦労したコミュニケーションで、発見したこと。
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世界へ飛び出し、外国人と友達になる！それは、実際に、あなたに起こる
ことなのです！タイ王国・ラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校との
ワークショップに参加した学生たちは、その後もタイの友人たちと
Facebookなどで交流を続けています。次は、あなたの番ですよ！

経営情報学部／先端経営学科

　教 授　穴田　有一

学生時代に外国の学生と共通のテーマで研究する。これはその人の人生を
大きく変える。初対面同士が一つの目的のために、英語で何とか会話し、お
互いのスキルを発揮し、目的を達成する事で、自信を持ったはず。見知らぬ
同士が外国の大親友になれる！これも、生き方に大きな変化をもたらす。グ
ローバルな人間に育つには、この実体験こそが大切なのだと思う。

情報メディア学部/情報メディア学科

　教 授　川上　正博

情報メディア学部/情報メディア学科

　准 教 授　安田　光孝

情報メディア学部/情報メディア学科

　講 師　大島  慶太郎

今、日本の様々な企業や人材が東南アジアへの進出を加速させていま
す。「国際コラボレーション」におけるタイ人学生とのWeb制作ワーク
ショップは、制作のスキルアップだけでなく、“アジアでアジア人として働
く”というリアルな体験が出来ます。みんなも、この講義を活用し、時代
の流れに乗って、新しい世界へ飛び込んでほしいと思っています。

今回のタイへの短期留学を通して、学生がみるみる明るく積極的になっ
ていったのが印象的でした。一生懸命に取り組める環境に飛び込めば、
やる気のある学生はどんどん伸びていくのだと思います。みなさんの可
能性は無限大です。勇気を出して一歩を踏み出してみよう！

情報メディア学部/情報メディア学科

　准 教 授　島田　英二

学生時代の海外経験は、その人の成長を一気に加速する。今回引率す
る中で、そのことを強く実感しました。学生達は、将来様々な場面でそ
の経験を発揮していけると思います。映像分野も今後ますます国際化
の重要性が増すので、映画やアニメーションの仕事を目指している学生
は是非参加して欲しい！

タイ引率
教員のメ

ッセージ

TEAC
HERS

’MES
SAGE

先生たちがしっかり

サポートしてくれる！


